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◆特集 郵便局を活用した地方活性化方策創る

01

郵
便
局
が
持
つ
５
つ
の
強
み

「
郵
便
局
を
活
用
し
た
地
方
活
性
化

方
策
」
に
つ
い
て

全
国
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
が
進
行
す
る
北
海
道
に
お
い
て
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
や
地
域
の
経
済
活
動
を
支
え
る
担
い

手
の
不
足
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
が
現
在
の
１
７
９
市
町
村
と
な
っ
た

平
成

年
度
末
に
は
、
道
内
自
治
体
の
支
所
・

出
張
所
は
１
４
４
か
所
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
１
３
０
か
所
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
総
務
省
が
全
国
の
自
治
体
を
対
象
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
回
答
の

あ
っ
た
自
治
体
の
う
ち
約
２
割
の
自
治
体
に
お

い
て
、
人
員
不
足
や
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
理

由
か
ら
、
「
支
所
・
出
張
所
の
維
持
に
困
難
を

感
じ
る
場
合
が
あ
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、
今

後
も
減
少
は
続
い
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地
域
に
お
け
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
の
た
め
に
、

全
国
津
々
浦
々
に
存
在
す
る
郵
便
局
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
取
組
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
総
務
省
に
よ
る
別
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
７
割
の
自
治
体
が
、
郵
便
局
と
協
力

し
た
地
域
課
題
の
解
決
・
改
善
、
地
域
の
活
性

化
に
「
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
回
答
し

て
お
り
、
「
関
心
が
あ
る
」
自
治
体
も
含
め
る

と
、
約

％
の
自
治
体
が
、
郵
便
局
と
連
携
し

た
取
組
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日

本
郵
便
株
式
会
社
に
お
い
て
も
、
全
国

の
支

社
及
び
本
社
に
自
治
体
向
け
の
専
門
部
署
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
地
域
創
生
に
向
け
て
き
め
細

や
か
な
対
応
を
行
え
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

令
和
５
年
３
月
、
総
務
省
は
「
郵
便
局
を
活

用
し
た
地
方
活
性
化
方
策
」
と
し
て
、
郵
便
局

が
持
つ
５
つ
の
強
み
と
、
そ
の
強
み
を
活
か
し

た
主
な
取
組
例
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の

概
要
と
、
道
内
に
お
け
る
先
進
事
例
（
積
丹
町

と
苫
小
牧
市
の
取
組
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
郵
便
局
を
活
用
し
た
地
方
活
性
化
方
策
」郵

便
局
は
、
法
律
に
よ
り
、
①
あ
ま
ね
く
全

国
に
郵
便
局
を
設
置
す
る
、
②
い
ず
れ
の
市
町

村
に
も
１
局
以
上
設
置
す
る
、
③
過
疎
地
に
お

い
て
は
、
現
在
の
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維

持
す
る
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
人
口

減
少
が
進
む
中
、
地
域
に
お
け
る
最
後
の
「
常

勤
の
社
員
が
い
る
事
業
拠
点
」
と
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

現
在
、
公
証
事
務
を
含
む
ほ
ぼ
全
て
の
自
治

体
窓
口
業
務
の
郵
便
局
へ
の
委
託
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
政
事
務
の
効
率
化
や

住
民
の
利
便
性
向
上
等
の
観
点
か
ら
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
自
治
体
の
窓
口
業
務
に
つ
い

て
郵
便
局
に
よ
る
取
扱
い
の
更
な
る
推
進
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
５
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
自
治

体
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
本
人
確
認
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
郵
便
局
に
お
い
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。 ①

拠
点～

全
国
津
々
浦
々
に

存
在
す
る
郵
便
局
窓
口
～

道内自治体の支所・出張所数の推移

出典：総務省「公共施設状況調経年比較表」
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約22％の自治体が
「ある」と回答

支所・出張所の維持に困難を感じるかどうか

出典：総務省「郵便局の強み・特性を活かした地域貢献に
関する課題に関する追加調査」
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すでに取組を推進している 取組を進める方向で、具体的に検討している
関心があり、情報収集段階 関心があるが、特段の検討は行っていない
関心もなく検討も行っていない

約97％の自治体が郵便局と連携した取組に関心

出典：総務省「郵便局に求める地域貢献に関するアンケート調査」

郵便局と協力した地域課題の解決・改善、
地域の活性化に取り組んでいるか

(N=1,005)(N=875)
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創る◆特集 郵便局を活用した地方活性化方策

郵
便
局
は
、
郵
便
物
や
宅
配
便
を
各
世
帯
・

各
事
業
所
ま
で
配
達
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
配
達
を
通
じ
て
地
域
の

様
々
な
情
報
や
異
変
を
早
期
に
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

災
害
時
な
ど
に
、
あ
ら
か
じ
め
備
蓄
し
て
い

た
物
資
を
避
難
所
や
在
宅
避
難
者
の
自
宅
等
へ

配
送
す
る
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
ス
ペ
ー
ス

～
全
国
津
々
浦
々
に
存
在

す
る
「
郵
便
局
舎
」
～

郵
便
局
舎
や
駐
車
場
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
を

有
し
て
い
る
の
も
大
き
な
強
み
で
す
。

局
舎
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
設
置
し

た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
注

文
・
配
送
や
、
局
舎
内
で
の
商
品
販
売
な
ど
の

買
い
物
支
援
の
ほ
か
、
利
用
者
の
自
宅
に
置
い

た
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
じ
た
定
期
的
な

み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
、
地
域
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
様
々
な
生
活
支
援
の
取
組

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

02

郵
便
局
（
日
本
郵
便
株
式
会
社
）
は
、
郵
便

の
業
務
を
行
う
こ
と
が
法
定
さ
れ
た
唯
一
の
事

業
体
で
あ
り
、
郵
便
の
宛
先
と
な
り
う
る
ほ
ぼ

全
て
の
世
帯
・
事
業
所
に
係
る
所
在
情
報
を
保

有
し
て
い
る
ほ
か
、
郵
便
・
物
流
サ
ー
ビ
ス
を

通
じ
て
、
最
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
の
高
い
形
で
、

地
図
情
報
、
道
路
の
破
損
情
報
、
不
法
投
棄
の

情
報
な
ど
莫
大
な
デ
ー
タ
を
保
有
・
取
得
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
他
の
民
間
企
業
も
保
有

し
て
お
ら
ず
、
災
害
時
の
安
否
確
認
や
地
域
の

見
守
り
、
道
路
情
報
の
把
握
な
ど
の
自
治
体
業

務
に
活
用
し
う
る
貴
重
な
デ
ー
タ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
「
郵
便
局
等
の
公
的
地
域
基
盤
連
携
推

進
事
業
」
（
総
務
省
予
算
事
業
）
の
取
組
の
一

つ
と
し
て
、
郵
便
局
車
両
が
取
得
し
た
道
路
損

傷
箇
所
等
の
空
間
情
報
を
自
治
体
に
提
供
し
、

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
等
に
活
用
す
る
可
能
性

を
検
証
す
る
た
め
の
実
証
実
験
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

④
面
的
カ
バ
ー

～
日
々
、
郵
便
物
を
配
達
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
～

⑤
デ
ー
タ

～
各
世
帯
や
事
業
所
に
関
す
る

膨
大
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
～

日
頃
か
ら
、
窓
口
業
務
や
郵
便
物
の
配
達
な

ど
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
と
顔
の
見
え
る
関
係

を
形
成
し
、
信
頼
を
得
ら
れ
て
い
る
個
々
の
人

材
力
に
着
目
し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
郵
便
局
と
自
主
防
災
組
織
が
連
携

を
図
り
、
平
常
時
に
は
防
災
訓
練
へ
の
参
加
や

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
、
災
害
時
に
お
け
る
安
否

確
認
、
避
難
誘
導
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
事
情
に
精
通
し
た
元
郵
便
局

員
が
集
落
支
援
員
と
し
て
町
内
を
巡
回
し
、
郵

便
局
員
時
代
に
培
っ
た
住
民
と
の
関
係
性
を
活

か
し
、
地
域
の
課
題
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

②
人
材～

信
頼
で
き
る
社
員
の
存
在
～

１．郵便局事務取扱法に基づく事務

郵便局で受託可能な自治体窓口業務

① 戸籍･除籍の謄抄本等の交付 ② (地方税の)納税証明書の交付

③ 住民票の写し等の交付 ④ 戸籍の附票の写しの交付

⑤ 転出届の受付、転出証明書の
引渡し

⑥ 印鑑登録証明書の交付、廃止
申請の受付

⑦マイナンバーカードの電子証
明書関連事務

⑧ マイナンバーカードの交付申
請関連事務

２．その他の法令に基づく事務
国民健康保険関係の各種届出書等の受付、介護保険関係の各種届
出書･申請書の受付等、児童手当の各種請求書･届出書の受付 等

３．自治体が独自に郵便局に委託している事務
マイナンバーカードの申請支援、バス回数券やごみ処理券の販売 等

NEW!

出典:総務省HP（https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/bunken/yuubinkyokujimu.html）▲情報収集訓練（防災訓練）の様子
出典:総務省「郵便局を活用した地方活性化先進事例パッケージ」

自治体 利用者宅

郵便局

家族

お知らせ・
体調確認等

見守り・
サポート

確認
結果の通知

利用者へのお知らせの
発信･スマートスピーカ
ーで体調･服薬等確認

・ 定期的な見守り
・ スマートスピー

カーの使用方法
のフォロー 等

スマートスピーカーを活用した郵便局の
みまもりサービスのスキーム（一例）

資料:総務省「郵便局を活用した地方活性化先進事例
パッケージ」を参考に北海道総合政策部地域戦略課作成
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支
所
業
務
を
郵
便
局
に
委
託
し
た
経
緯

創る ◆特集 郵便局を活用した地方活性化方策

委
託
に
あ
た
っ
て
の
町
の
準
備

「
役
場
支
所
の
閉
鎖
に
伴
う

支
所
業
務
の
包
括
委
託
」

積
丹
町
で
は
、
令
和
４
年
４
月
よ
り
、
日

本
郵
便
株
式
会
社
北
海
道
支
社
（
以
下
「
日

本
郵
便
道
支
社
」
と
い
う
。
）
に
支
所
業
務

の
包
括
委
託
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
委
託
し
た
経
緯
や
そ
れ
に
伴
う
町
で

の
準
備
に
つ
い
て
当
時
総
務
課
長
と
し
て
委

託
業
務
に
取
り
組
ま
れ
た
下
山
課
長
に
取
材

し
、
次
の
と
お
り
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

道
内
で
は
数
少
な
い
委
託
の
形
で
す
が
、

委
託
を
考
え
た
き
っ
か
け
は
令
和
２
年

月
、

建
物
の
老
朽
化
と
採
算
性
の
問
題
か
ら
、
入

舸
（
い
り
か
）
郵
便
局
の
存
続
が
難
し
く

な
っ
た
た
め
、
日
本
郵
便
道
支
社
か
ら
郵
便

局
を
別
の
場
所
に
移
転
し
、
さ
ら
に
役
場
入

舸
支
所
の
行
政
事
務
を
受
託
す
る
こ
と
で
存

続
を
図
り
た
い
と
の
提
案
が
あ
っ
た
こ
と
で

し
た
。
提
案
を
受
け
た
町
は
、
議
会
へ
の
説

明
、
自
治
会
へ
の
意
向
確
認
な
ど
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
「
金
融
機
関
が
無
く
な
る
の
は

本記事の取組は、北海道総合政策部地域創生局地域戦略課が担当しております。
お問い合わせ先 TEL:011-204-5148

ま
た
、
元
々
支
所
は
何
で
も
相
談
で
き
る

存
在
で
あ
っ
た
た
め
、
支
所
業
務
を
入
舸
郵

便
局
が
担
っ
て
い
る
今
で
も
、
地
域
の
方
々

か
ら
様
々
な
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
、

委
託
業
務
以
外
の
こ
と
で
も
、
郵
便
局
は

役
場
に
話
を
つ
な
ぐ
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

入
舸
郵
便
局
で
は
、
委
託
を
受
け
た
こ
と

に
よ
り
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
担
っ
て
い
る
意

識
で
、
地
域
住
民
に
愛
さ
れ
る
郵
便
局
を
ミ

ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
新
た
に

郵
便
局
が
役
場
支
所
業
務
を
担
っ
て
い
る
こ

と
に
、
地
域
住
民
か
ら
郵
便
局
に
対
し
て
意

見
を
言
わ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
で
す
が
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
し
て
い
な
い
こ
と
の

表
れ
で
あ
り
、
何
も
言
わ
れ
な
い
こ
と
が
褒

め
言
葉
だ
と
感
じ
て
ま
す
。

積
丹
町
に
お
け
る
支
所
業
務
の
包
括
委
託

は
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
」
を
意
識
し
て

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
役
場
支
所
は
廃
止
さ

れ
ま
し
た
が
、
支
所
の
機
能
を
地
域
に
残
す

よ
う
、
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

▼お話しをお伺いした
積丹町商工観光課の下山課⾧。
委託開始当時、総務課⾧として
委託業務に取り組まれた。

▲委託業務のマニュアル

郵
便
局
に
よ
る
地
域
に
根
ざ
し
た

取
組支

所
で
行
っ
て
い
た
業
務
を
担
う
こ
と
に

な
っ
た
入
舸
郵
便
局
。
業
務
開
始
か
ら
約
３

年
が
経
っ
た
今
、
入
舸
郵
便
局
の
桂
下
郵
便

局
長
に
取
材
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
に
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

業
務
は

項
目
あ
り
ま
す
が
、
住
民
票
の

写
し
、
納
税
等
証
明
書
、
印
鑑
登
録
証
明
書

等
の
公
的
証
明
書
の
交
付
、
国
民
健
康
保
険

や
予
防
接
種
の
申
請
書
等
受
付
か
ら
リ
サ
イ

ク
ル
の
た
め
の
小
型
家
電
・
古
着
の
預
か
り

ま
で
、
実
に
様
々
で
、
そ
の
中
で
印
鑑
登
録

証
明
書
の
交
付
業
務
が
比
較
的
多
い
で
す
が
、

特
に
難
し
い
と
感
じ
る
の
は
国
民
健
康
保
険

関
係
の
各
種
届
出
・
申
請
の
受
付
で
す
。

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
役
場
と
は
密
に
連
携
を

取
っ
て
い
ま
す
。

▼支所業務を担っている入舸郵便局と取材に協力いただいた
桂下郵便局⾧

積丹町
しゃこたん

▲積丹半島の北端に位置する入舸地区。
役場本庁舎からは約17km離れている。

郵
便
局
へ
の
委
託
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
支
所
で
の
業
務
実
施
や
入
舸
郵
便
局

の
移
転
計
画
に
つ
い
て
の
調
整
を
日
本
郵
便

道
支
社
と
協
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
調
整
に
よ
り
決
定
し
た
委
託
業
務

項
目
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
日
本
郵
便

道
支
社
に
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
ま
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
な
か
っ

た
項
目
も
あ
っ
た
た
め
、
１
か
ら
の
作
成
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

困
る
」
と
の
地
域
の
声
が
あ
り
、
町
と
し
て

も
住
民
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を

考
慮
し
て
対
応
を
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
役
場
入
舸
支
所
庁
舎
を
日
本

郵
便
道
支
社
に
売
却
し
、
新
た
に
入
舸
郵
便

局
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
こ
れ

ま
で
の
支
所
業
務
を
日
本
郵
便
道
支
社
に
包

括
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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業
務
委
託
に
要
す
る
費
用
は
、

分
の

が

措
置
さ
れ
ま
し
た
。

社
員
研
修
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
側
で
受

付
事
務
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
郵
便

局
社
員
に
市
役
所
に
来
庁
い
た
だ
き
、
実
際

の
窓
口
で
の
受
付
作
業
も
行
い
な
が
ら
手
順

を
覚
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
社
員
に
一

度
に
内
容
を
覚
え
て
い
た
だ
く
の
は
非
常
に

困
難
な
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
後
も
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
修
正
を
重
ね
な
が
ら
、
徐
々
に
精
度

を
高
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

04

事
業
実
施
の
背
景

事
業
の
内
容
・
成
果

創る ◆特集 郵便局を活用した地方活性化方策

実
施
に
あ
た
っ
て
準
備
し
た
こ
と

業
務
委
託
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
総
務

省
及
び
日
本
郵
便
株
式
会
社
と
連
携
し
な
が

ら
、
全
国
の
自
治
体
に
お
け
る
同
様
事
例
の

情
報
を
収
集
し
、
下
記
モ
デ
ル
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
従
い
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

実
施
す
る
郵
便
局
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

日
頃
の
来
客
数
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線
の
状

況
、
市
内
全
域
に
等
間
隔
に
配
置
す
る
こ
と
、

な
ど
の
観
点
か
ら
検
討
し
ま
し
た
。

機
器
調
達
・
配
備
に
つ
い
て
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
回
線
の
設
置
・
改
修
を
行
う
場
合
、

高
額
な
費
用
が
必
要
と
な
る
た
め
、
総
務
省

の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
事
務
費
補

助
金
」
を
活
用
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
関
連

業
務
委
託
事
業
」

苫
小
牧
市
で
は
、
市
民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
保
有
枚
数
率
の
増
加
に
伴
い
、
今
後

増
加
が
予
想
さ
れ
る
各
種
更
新
手
続
き
等
に

備
え
る
た
め
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
関
連
業

務
」
の
郵
便
局
（
市
内
５
局
）
へ
の
業
務
委

託
を
開
始
し
ま
し
た
。

同
市
で
は
以
前
か
ら
市
内
全
郵
便
局
へ

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト

業
務
」
を
委
託
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
加
え
た
業
務
委
託
と
な
り
、
道
内
の
自
治

体
と
し
て
、
初
の
取
組
事
例
と
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
関

連
事
務
の
詳
細
は
、
①
署
名
用
電
子
証
明
書

の
新
規
発
行
・
更
新
、
②
利
用
者
証
明
用
電

子
証
明
書
の
新
規
発
行
・
更
新
、
③
暗
証
番

号
の
設
定
・
変
更
、
と
い
う
３
つ
の
手
続
き

と
な
り
、
い
ず
れ
も
流
れ
は
右
図
の
通
り
で

す
。以

前
は
、
市
役
所
本
庁
舎
及
び
各
出
張
所

の
計
４
カ
所
の
窓
口
で
取
扱
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
新
た
に
５
カ
所
の
郵
便
局
を
追
加

す
る
こ
と
で
、
東
西
に
広
い
市
内
の
全
域
を

カ
バ
ー
し
、
市
民
に
と
っ
て
、
よ
り
親
し
み

本記事の取組は、北海道総合政策部地域創生局地域戦略課が担当しております。
お問い合わせ先 TEL:011-204-5131

▲・住民基本台帳ネットワークシステムのＣＳ端末の機能と
公的個人認証サービスの受付窓口端末の機能を統合した
『統合端末』（左）

・市と郵便局との連絡ツール用の『タブレット端末』（右）

今
後
の
課
題
と
し
て
、
手
続
き
の

過
程
で
ど
う
し
て
も
必
要
と
な
る

「
本
人
確
認
」
に
関
し
て
は
、
市
側

で
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
の
都

度
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぎ
、
市
職
員
が

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
、

制
度
上
避
け
ら
れ
な
い
工
程
も
あ
る

中
、
さ
ら
に
増
加
が
想
定
さ
れ
る
更

新
手
続
き
等
の
需
要
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
市
と
郵
便
局
と
の
連
携
を
よ

り
円
滑
に
し
、
窓
口
対
応
の
精
度
を

高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
課
題
・
展
望

苫小牧市
とまこまい

の
あ
る
郵
便
局
で
手
続
き
を
行
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の

安
心
感
と
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま

し
た
。

10

10
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しかおい

鹿追町

創る

「
シ
カ
ソ
ン
」
と
は
？

▲ 地元キーマンとのトークセッション

「
シ
カ
ソ
ン
」
を
始
め

た
経
緯

鹿
追
町
で
は
令
和
元
年
度
か
ら
、
北
海
道

の
「
北
海
道
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
導
入
検

討
・
実
証
事
業
」
に
参
画
し
、
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
、
長
期
滞
在
の

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
取
り
込
み
だ
け
で

な
く
、
参
加
企
業
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
地

域
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
に
、
町
の
魅
力

で
あ
る
「
環
境
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
鹿
追
型

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
シ
カ
ソ
ン
」
を
始
め
ま

し
た
。

企
業
と
町
、
そ
し
て
町
内
関
係
者
が
連
携

し
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

▲ 町内施設の視察の様子

▲ シカソンのロゴ

鹿
追
町
の
概
要
と
現
状

鹿
追
町
は
、
大
雪
山
国
立
公
園
の
南
麓
に

位
置
し
、
人
口
が
約
５
０
０
０
人
の
町
で
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
を
有
し
、
「
と
か
ち
鹿
追

ジ
オ
パ
ー
ク
」
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定

を
受
け
て
い
る
ほ
か
、
家
畜
ふ
ん
尿
を
活
用

し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
発
電
・

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
な
ど
、
鹿
追
型

の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
組
も
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
「
英
語
教
育
」
と
「
環
境

教
育
」
を
主
軸
と
し
た
一
貫
教
育
を
推
進
し

て
お
り
、
魅
力
的
な
教
育
環
境
を
整
備
し
て

い
ま
す
。

一
方
で
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
人
口

減
少
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
課
題

解
決
の
た
め
、
関
係
人
口
・
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
指
し
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
シ
カ
ソ
ン
」
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
ん
な
鹿
追
町
の
取
組
を
取
材

し
ま
し
た
。

ま
ち
「
鹿
追
（
シ
カ
オ
イ
）
町
」
で
、
訪
れ

た
方
と
環
境
を
テ
ー
マ
に
、
一
緒
に
マ
ラ
ソ

ン
を
走
る
か
の
よ
う
に
学
び
、
考
え
、
持
続

可
能
な
未
来
（
ゴ
ー
ル
）
を
目
指
す
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

「
鹿
追
（
シ
カ
オ
イ
）
町
」
と
「
ア
イ
デ

ア
ソ
ン
（
「
ア
イ
デ
ア
」
と
「
マ
ラ
ソ
ン
」

が
掛
け
合
わ
さ
っ
て
で
き
た
造
語
）
」
を
組

み
合
わ
せ
て
、
「
シ
カ
ソ
ン
」
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

「
シ
カ
ソ
ン
」
と
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
の
ま
ち
（
第
１
回
脱
炭
素
先
行
地

域
）
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ま
ち
、
国
立
公

園
の
ま
ち
、SD

G
s

推
進
の
ま
ち
、
過
疎
の
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鹿
追
町
で
は
、
シ
カ
ソ
ン
の
よ
う
な
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
「
細
く
長
く
し
っ
か
り

続
け
て
い
く
」
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
町
の

強
み
で
あ
る
「
環
境
」
や
「
教
育
」
な
ど
に

魅
力
を
感
じ
て
町
を
訪
れ
る
企
業
と
連
携
し
、

地
域
の
課
題
を
一
つ
ず
つ
解
決
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

シ
カ
ソ
ン
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
企
業
は
、

交
通
費
や
宿
泊
費
を
全
て
自
社
で
負
担
し
ま

す
。
町
は
、
そ
の
よ
う
な
条
件
で
参
加
し
て

く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、
企
業
は
町
の
強
み
を
い
か
し
た
魅
力
的

な
内
容
に
惹
か
れ
、
自
社
負
担
で
あ
っ
て
も

参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
鹿
追
町
で
は
、
鹿
追
型
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
「
シ
カ
ソ
ン
」
を
通
じ
て
、
町

の
魅
力
に
惹
か
れ
参
加
す
る
企
業
と
と
も
に
、

町
の
課
題
解
決
と
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
後
の
「
シ
カ
ソ
ン
」

に
対
す
る
期
待

業
人
制
度
」
に
よ
り
、
３
名
の
人
材
派
遣
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
協
定
を
締

結
し
た
２
つ
の
企
業
か
ら
人
材
が
派
遣
さ
れ
、

町
の
Ｄ
Ｘ
推
進
と
総
合
的
な
空
き
家
対
策
の

業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
人
材
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
シ
カ
ソ
ン
で
す
。

シ
カ
ソ
ン
で
の
企
業
、
町
及
び
町
内
関
係
者

の
交
流
が
、
町
の
課
題
解
決
に
向
け
て
連
携

す
る
企
業
と
の
関
係
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

た
動
き
に
つ
い
て

シ
カ
ソ
ン
に
参
加
し
た
企
業
と
の
つ
な
が

り
が
、
町
の
課
題
解
決
に
向
け
た
一
歩
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
総
務
省
の
「
地
域
活
性
化
企

▲ 地域おこし協力隊員や地域活性化企業人
によるパネルディスカッション

▲参加企業と町内関係者の交流会
（地元食材を使った料理を提供）▶

▲ 令和６年度シカソンサミットに参加された皆様

▲取材にご協力いただいた
鹿追町役場企画課 迫田係⾧▶

参
加
者
が
体
験
で
き
る

内
容
に
つ
い
て

参
加
企
業
は
、
主
に

月
に
開
催
さ
れ
る

「
シ
カ
ソ
ン
サ
ミ
ッ
ト
」
に
参
加
し
、
鹿
追

町
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
ま
す
。

「
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の

取
組
や
ジ
オ
パ
ー
ク
を
視
察
す
る
な
ど
、
町

の
魅
力
を
感
じ
る
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

今
年
度
は

月

日
か
ら

日
の
２
泊
３

日
で
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
候
補
校
と
な
っ

て
い
る
町
内
中
学
校
の
取
組
や
教
育
関
係
施

設
の
視
察
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加

企
業
と
町
内
関
係
者
の
交
流
を
図
る
た
め
、

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
の
職
員
や
民
泊
経
営
者
ら
と
町

の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

や
地
域
活
性
化
起
業
人
な
ど
の
町
の
取
組
に

携
わ
る
外
部
の
方
が
町
の
魅
力
や
現
状
に
つ

い
て
語
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
地
元
食
材
を
使
っ

た
料
理
を
メ
イ
ン
と
し
た
交
流
会
や
、
サ

ミ
ッ
ト
の
最
終
日
に
は
参
加
者
か
ら
町
長
へ

様
々
な
提
案
を
す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
、
参

加
企
業
だ
け
で
な
く
、
町
及
び
町
内
関
係
者

に
と
っ
て
も
、
貴
重
な
機
会
と
な
る
内
容

で
し
た
。
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広
大
さ
ん
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
星
付
き
レ
ス
ト

ラ
ン
で
の
修
行
中
、
地
域
に
根
付
い
た
生
ハ
ム

や
ド
ラ
イ
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
食
肉
加
工
品
に

魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、
道
内
の
フ
ラ

ン
ス
料
理
店
に
勤
務
し
た
の
ち
、
京
都
で
仲
間

と
お
店
を
立
ち
上
げ
、
１
年
で
ミ
シ
ュ
ラ
ン
一

つ
星
を
獲
得
さ
れ
る
な
ど
、
実
績
を
積
み
上
げ

て
き
ま
し
た
が
、
以
前
か
ら
の
「
北
海
道
で
食

肉
加
工
品
を
作
り
た
い
」
と
い
う
想
い
を
叶
え

る
た
め
、
Ｕ
タ
ー
ン
移
住
し
ま
し
た
。

お
店
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
単
な
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
ピ
ー
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
く
、
店
名
に
も
由
来
す
る
ア
イ
ヌ
食
文

化
の
「
サ
ッ
カ
ム
」
干
し
肉
を
、
こ
れ
ま
で

学
ん
で
き
た
食
肉
加
工
の
技
術
や
知
識
で
、
現

代
の
食
文
化
や
嗜
好
に
合
わ
せ
、
新
た
な

「
サ
ッ
カ
ム
」
と
し
て
進
化
さ
せ
、
「
ワ
イ
ン

や
チ
ー
ズ
の
よ
う
に
北
海
道
の
新
た
な
食
文
化

と
し
て
根
付
か
せ
た
い
」
と
考
え
ま
し
た
。

「

ッ

と
現
代
食
文
化

北
海
道

し
い
食
卓
」
を
届
け
た
い
と
い
う
お
二
人
の
想

い
で
あ
り
、
お
店
の
一
番
の
強
み
だ
と
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
大
切
に
し
、

風
土
を
い
か
し
た
商
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

食
肉
加
工
で
は
、
同
町
は
国
内
で
初
め
て
洋

上
風
力
発
電
が
設
置
さ
れ
た
ほ
ど
の
「
風
の

町
」
で
す
が
、
熟
成
・
乾
燥
の
工
程
の
際
に
、

そ
の
海
風
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
ミ
ネ
ラ
ル
感

を
出
し
た
り
、
北
海
道
の
チ
ー
ズ
を
混
ぜ
込
ん

だ
も
の
や
地
元
農
家
で
生
産
さ
れ
た
落
花
生
を

入
れ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
、
こ
の
場
所
で
し
か

作
れ
な
い
も
の
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

「

の
ト
ー
タ
ル

と

風
土
を

か
し
た
商
品

商
品
発
信
を
通
じ
て

地
域
に
人
を
呼
び
込
む

創る

妻
の
友
里
菜
さ
ん
が
担
当
す
る
洋
菓
子
に
つ

い
て
も
、
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
「
潮
ト
マ

ト
」
（

海
洋
深
層
水
を
使
っ
て
栽
培
さ
れ
た

糖
度
８
％
以
上
の
ト
マ
ト
）
を
使
用
し
た
も
の

が
人
気
で
あ
り
、
地
元
特
産
品
の
魅
力
発
信
に

も
一
役
買
っ
て
い
る
ほ
か
、
閉
店
し
た
同
町
の

お
菓
子
屋
の
商
品
を
一
部
引
き
継
ぎ
、
ア
レ
ン

ジ
を
加
え
て
販
売
す
る
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し

た
取
組
を
し
て
お
り
、
地
元
住
民
か
ら
も
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
本
土
最
西
端
に
位
置
す
る
せ
た
な
町

の
、
日
本
海
を
見
渡
せ
る
絶
景
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
店
舗
兼
工
房
を
構
え
る
「
サ
ッ
カ
ム
セ
タ

ナ
イ
」
は
、
同
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
移
住
し
た
夫
の

髙
橋
広
大
さ
ん
、
妻
の
友
里
菜
さ
ん
ご
夫
妻
が
、

食
肉
加
工
品
と
洋
菓
子
を
製
造
・
販
売
す
る
お

店
で
す
。
２
０
２
４
年

月
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
を
迎
え
、
ド
ラ
イ
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
生

ハ
ム
な
ど
の
食
肉
加
工
（
シ
ャ
ル
キ
ュ
ト

リ
ー
）
を
広
大
さ
ん
が
、
洋
菓
子
（
パ
テ
ィ
ス

リ
ー
）
製
造
を
友
里
菜
さ
ん
が
担
当
し
、
地
域

の
こ
だ
わ
り
の
食
材
を
使
っ
た
商
品
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
（

ネ
ッ
ト
通
販
あ
り
）

オ
ー
プ
ン
間
も
な
い
も
の
の
、
地
元
住
民
か

ら
愛
さ
れ
、
当
店
を
目
当
て
に
道
外
か
ら
訪
れ

る
方
も
い
る
ほ
か
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
既
に
大
変
人
気
を
博
し
て
い
ま

す
。

◆地域のキーパーソン

せ
た
な
町
か
ら

「

「
サ
ッ
カ
ム
セ
タ
ナ
イ
」
で
は
、
お
肉
と
お

菓
子
と
い
う
珍
し
い
セ
ッ
ト
商
品
が
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
主
食
か
ら
デ
ザ
ー
ト
ま

で
を
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
「
お
い

お
店
の
あ
る
同
町
太
櫓
地
区
は
、
昔
は
別
荘

地
と
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
活
気
の

あ
る
地
域
で
し
た
が
、
現
在
は
人
口
減
少
が
進

ん
で
い
ま
す
。
髙
橋
ご
夫
妻
は
、
海
外
な
ど
多

様
な
場
所
で
生
活
し
て
き
た
経
験
か
ら
「
こ
こ

の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
、

絶
対
に
人
は
来
て
く
れ
る
」
と
考
え
て
お
り
、

「
私
た
ち
の
商
品
か
ら
地
域
を
知
っ
て
も
ら
い
、

人
を
呼
び
込
む
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
地
域

へ
の
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
元
生
産
者
な
ど
と
の
地
域
の
輪
を
大
切
に

し
、
商
品
づ
く
り
に
励
む
、
お
二
人
の
今
後
の

活
躍
に
益
々
注
目
で
す
。

◀地元の潮トマトを使用し
た「北の結晶ゼリー」。
ゼリーのようなグミのよ
うな甘くて濃いお菓子。
（フランスの伝統菓子パー
トドフリュイ）

髙橋 広大さん
友里菜さん

せたな町

地域を創る人 編

▶人気の「白カビドライ
ソーセージ」。味はブ
ラックペッパーやチョ
リソーなど、数種類ある。

07 

▲店舗兼工房の外観
別荘地の冷凍庫（氷室）として活用がされないまま
保存されてきた建物を改築工事。
資金集めはクラウドファンディングを活用。

【プロフィール】右から、せたな町出身の
髙橋広大さん、静岡県出身の髙橋友里菜さ
ん。夫妻ともにフランスで経験を積み、帰
国後、国内のレストランで勤務。2020年に
広大さんの地元であるせたな町へUターン移
住。

お
店
の
あ
る
同
町
太
櫓
地
区
は
、
昔
は
別
荘

地
と
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
活
気
の

あ
る
地
域
で
し
た
が
、
現
在
は
人
口
減
少
が
進

ん
で
い
ま
す
。
髙
橋
ご
夫
妻
は
、
海
外
な
ど
多

様
な
場
所
で
生
活
し
て
き
た
経
験
か
ら
「
こ
こ

の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
、

絶
対
に
人
は
来
て
く
れ
る
」
と
考
え
て
お
り
、

「
私
た
ち
の
商
品
か
ら
地
域
を
知
っ
て
も
ら
い
、

人
を
呼
び
込
む
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
地
域

へ
の
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
元
生
産
者
な
ど
と
の
地
域
の
輪
を
大
切
に

し
、
商
品
づ
く
り
に
励
む
、
お
二
人
の
今
後
の

活
躍
に
益
々
注
目
で
す
。

４

※

※

サ

カ
ム

の

に

」

融
合

新
た
な
食
文
化
を

食

コ

デ

ー

ィ
ネ

ー
ト
」

い

づ
く
り

お

し
い

」

い

卓
を

食

(
)



人

ＮＰＯ法人ユニライズ

由仁町

地域を創る企業 編
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創る ◆地域のキーパーソン

空
知
管
内
の
最
南
端
に
位
置
し
、
新
千
歳
空

港
か
ら
車
で
約

分
、
札
幌
市
ま
で
約

時

間
と
「
都
会
に
近
い
ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
」
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
由
仁
町
。
２
０
２
２

年
に
は
開
町
１
３
０
年
を
迎
え
、
農
業
を
基
幹

産
業
と
し
た
町
で
す
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ユ
ニ
ラ
イ
ズ
」
は
、
由
仁
町

で
人
と
地
域
の
橋
渡
し
に
な
る
よ
う
、
移
住
定

住
の
促
進
・
観
光
推
進
・
体
験
交
流
機
会
の
創

出
・
人
材
育
成
な
ど
を
地
域
や
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ユ
ニ
ラ
イ
ズ
は
、
農
村
地
域
で
の
暮
ら
し
や

起
業
に
関
心
の
あ
る
町
外
の
方
に
対
し
て
由
仁

町
の
魅
力
や
可
能
性
を
伝
え
、
移
住
・
定
住
に

つ
な
が
る
よ
う
総
合
的
な
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
地
域
の
人
材
が
起
業
や
様
々
な
地
域
振
興

活
動
に
挑
戦
で
き
る
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
６
年
７
月
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
ユ
ニ
テ
ィ
」
は
団
結
、
「
ラ
イ
ズ
」
は
立

ち
上
げ
る
を
意
味
し
、
由
仁
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

団
結
し
て
立
ち
上
が
り
、
由
仁
町
及
び
周
辺
エ

リ
ア
の
人
々
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。ユ

ニ
ラ
イ
ズ
は
、
代
表
理
事
で
あ
る
橋
本
直

樹
さ
ん
が
由
仁
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
在
任

中
に
、
自
ら
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
認
定
に
必
要
と
な
る
正
会
員

人
を
確
保
す

る
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
徐
々
に
橋
本
さ

ん
の
設
立
へ
の
想
い
に
対
し
て
理
解
が
得
ら
れ
、

賛
同
す
る
方
が
集
ま
り
、
ユ
ニ
ラ
イ
ズ
の
設
立

に
至
り
ま
し
た
。

ユ
ニ
ラ
イ
ズ
は
、
「
移
住
と
空
き
家
対
策
」
、

「
観
光
協
会
と
連
携
し
た
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン

ト
」
、
「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
体
験
交
流
の

場
づ
く
り
」
な
ど
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
（
主
催
：
由

仁
町
観
光
協
会
）
は
、
２
０
１
７
年
か
ら
計
24

回
行
っ
て
お
り
、
町
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
が

集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
転
車
愛
好
者

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
で
告
知
す
る
こ
と
で
、

認
知
度
が
高
ま
り
、
町
外
か
ら
の
参
加
者
が
増

え
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
町
に
訪
れ
、

人
と
接
し
、
体
験
す
る
こ
と
が
交
流
人
口
や
関

係
人
口
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
取
組

よ
る

町

発
展
を
目
指
し
て

地
域
の
事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
域
の

方
々
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

分
野
を
生
か
し
て
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
住
民
が
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
り
、
成
功
体

験
を
積
む
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
の
意
識
が
高
ま
り
、

次
の
活
動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

現
在
は
ユ
ニ
ラ
イ
ズ
が
主
体
的
に
動
い
て
い
ま
す

が
、
将
来
的
に
は
住
民
が
主
体
と
な
り
、
ユ
ニ
ラ
イ

ズ
は
支
援
す
る
立
場
へ
と
移
行
す
る
こ
と
が
理
想
と

考
え
て
い
ま
す
。
「
（
起
業
に
）
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

く
れ
る
人
が
も
っ
と
増
え
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
人
が
町
に
集
ま
っ
て
く
れ
る
き
っ

か
け
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
」
と
橋
本
さ
ん
は
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
場
を
作

り
、
町
に
人
を
呼
び
込
む
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
地
域
づ
く
り
に
は
「
人
」
が
不

可
欠
で
あ
り
、
「
風
景
」
（
小
高
い
丘
や
緩
や
か
な

丘
、
緑
・
茶
・
黄
色
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
な
ど
）
や
「
農
産
品
」
（
由
栗
い
も
な

ど
）
と
い
っ
た
町
の
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、
人
と

人
、
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま

す
。

「

「

＝

ユ

ラ
イ
ズ
設
立

▲見る・食べる・体験するをテーマとした

サイクルイベント「ゆにポタリング」。

▲「雪板ワークショップ」を通じて地域と

参加者の交流が生まれている。

【プロフィール】ＮＰＯ
法人ユニライズの橋本直
樹代表理事。2014年に
地域おこし協力隊として
由仁町へ移住。2011年
３月に発生した東日本大
震災の被災地支援をきっ
かけに地域活動の道へ。
宮城県内でコミュニティ
再生支援やボランティア
のマネジメントに従事し
て以降、人と地域を結び
つけることを自身のテー
マとして現在まで取り組
んでいます。

チ
ャ
レ
ン
ジ

場

創
出

よ
り

町

人
を
呼
び
込
む

ゆ に

30

１

＋

」

ラ
イ
ズ

ユ
ニ
テ
ィ
」

ニ

10

に

の

の

の

に
に

と
地

の
域

渡
橋

を
し

目

し
指

て
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第
二
弾

北
海
道
が
将
来
に
わ
た
っ
て
輝
き
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
よ
い
学
校
教
育
を
通
じ
て
よ
り
よ
い
社
会

を
創
る
と
い
う
理
念
の
下
、
地
域
へ
の
愛
着
・
誇
り
を
育
み
、
夢
や
希
望
を
も
っ
て
地
域
の
未
来
を
切
り
拓
く

人
材
の
育
成
を
行
う
こ
と
が
、
地
域
づ
く
り
を
支
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
高
等

学
校
と
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
活
動
や
、
地
域
の
課
題
に
対
し
て
探
究
的
な
学
び
を
推
進
す
る
活
動
な
ど
を
と

お
し
て
、
生
徒
の
多
様
な
可
能
性
を
育
み
、
将
来
の
北
海
道
を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、

令
和
６
年
度
か
ら
の
２
か
年
事
業
「
北
の
専
門

高
校
Ｏ
Ｎ
Ｅ-

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
静
内
農
業
高
校
が
国

の
「
マ
イ
ス
タ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
」

（
令
和
３
～
５
年
度
）
で
構
築
し
た
職
業
人
材

育
成
シ
ス
テ
ム
を
参
考
に
し
て
、
専
門
高
校
と

産
業
界
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な
連

携
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
横
と
縦
の
２
つ
の

視
点
で
、
専
門
高
校
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

１
つ
目
は
、
「
横
」
の
つ
な
が
り
と
し
て
、

農
業
高
校
と
工
業
高
校
な
ど
、
専
門
高
校
が
学

科
の
垣
根
を
越
え
て
連
携
し
、
効
果
的
な
職
業

人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
の
取
組
を
、
他
の
専
門
高

校
に
自
走
可
能
な
形
で
横
展
開
す
る
こ
と
で
す
。

２
つ
目
は
、
「
縦
」
の
つ
な
が
り
と
し
て
、

専
門
高
校
と
、
企
業
や
中
学
校
と
の
連
携
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
専
門
高
校
の
価
値
や
魅
力

を
普
及
・
啓
発
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
円
滑
か
つ
効
果

本
道
が
人
口
減
少
等
の
課
題
を
乗
り
越
え
、

地
域
創
生
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
の
人
材
育
成
を
担
う
教
育
の
役
割
が
重
要

で
あ
り
、
北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
生
徒

が
、
地
域
の
人
々
の
生
き
方
や
産
業
な
ど
に

触
れ
る
こ
と
を
通
し
て
、
地
域
へ
の
理
解
を

深
め
、
自
ら
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
な

ど
の
体
験
的
な
学
習
の
充
実
に
努
め
て
い

ま
す
。

と
り
わ
け
、
地
域
創
生
を
支
え
る
人
材
育

成
の
核
と
な
る
道
立
高
校
に
お
け
る
職
業
教

育
は
、
農
業
、
工
業
、
商
業
、
水
産
、
家
庭
、

看
護
、
福
祉
の
職
業
教
育
を
主
と
す
る
学
科

を
設
置
す
る
高
校
（
以
下
「
専
門
高
校
」

と
い
う
。
）
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

広
域
分
散
型
の
地
域
特
性
を
有
す
る
北
海

道
の
特
性
上
、
学
科
や
地
域
産
業
の
特
性
等

に
応
じ
て
、

校

の
道
立
専
門
高
校
が

分
散
し
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
地
域
で
活
躍

す
る
職
業
人
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
勤
労

観
・
職
業
観
の
育
成
、
豊
か
な
感
性
や
創
造

性
を
養
う
総
合
的
な
人
間
教
育
の
場
と
し
て

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
入
学
者
選
抜
実
施
校
数
に

基
づ
く
。

地
域
創
生
を
支
え
る
専
門
高
校

的
に
実
行
す
る
た
め
、

高
校
教
育
課
で
は
、
産

業
界
等
の
有
識
者
で
構

成
さ
れ
る
事
業
運
営
委

員
会
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ-

Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
コ
ミ
ッ
テ
ィ
」
を

設
置
・
運
営
し
て
い
ま

す
。年

３
回
開
催
さ
れ
る

会
議
で
は
、
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
推
進
に
向
け

て
、
専
門
高
校
の
視
察

や
産
学
連
携
に
関
す
る

協
議
を
行
い
、
専
門
的

見
地
か
ら
助
言
等
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

下
の
図
は
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
令
和
７
年

度
概
要
図
で
あ
り
、
高

校
教
育
課
に
配
置
し
て

い
る
産
学
連
携
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と

し
て
、
専
門
高
校
を
支

援
す
る
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

専
門
高
校
と
産
業
界
と
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
連
携
に
向
け
て

56

注

注

(
)

(
)
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特
徴
的
な
取
組

◆地域を創る人づくり

●
産
学
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

●
お
し
ご
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

新
た
な
産
業
や
働
き
方
と
と
も
に
、
専
門

高
校
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
「
お
し
ご
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

制
作
し
、
全
道
の
中
学
校
と
高
校
の
１
、
２

年
生
に
配
付
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
半
導
体
関
連
産
業
や
洋
上
風
力

発
電
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
加
え
、
Ｄ
Ｘ

な
ど
を
活
用
し
た
建
設
業
、
農
業
、
水
産
業

な
ど
、
地
域
創
生
を
支
え
る
産
業
の
担
い
手

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
専
門
高
校
卒
業
生
の

姿
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
専
門
高
校
に
お
け
る
「
縦
」

の
つ
な
が
り
と
し
て
、
企
業
と
連
携
し
て
実

習
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
、
「
横
」
の

つ
な
が
り
と
し
て
、
農
業
高
校
と
工
業
高
校

な
ど
、
学
校
や
学
科
の
垣
根
を
越
え
た
専
門

高
校
同
士
の
連
携
事
例
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
学
生
版
に
は
、
農
業
、
工
業
、

商
業
を
学
ぶ
生
徒
３
名
に
よ
る
座
談
会
の
様

子
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
電
子
デ
ー
タ
は
、
道
教
委
の
Ｗ
ｅ

ｂ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

高
校
と
産
業
界
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
連
携

に
向
け
て
、
企
業
・
教
育
関
係
者
等
が
産
学

連
携
の
意
義
等
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

「
産
業
界
と
連
携
し
た
学
び
で
私
が
得
た

も
の
」
と
題
し
た
生
徒
に
よ
る
発
表
後
、
生

徒
や
経
済
団
体
・
企
業
関
係
者
な
ど
８
名
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。

産
業
界
の
関
係
者
か
ら
は
「
業
界
全
体
を

考
え
て
、
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
産
学
連
携

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
」
な
ど
の
意
見
が

あ
っ
た
ほ
か
、
高
校
生
か
ら
は
「
出
前
授
業

は
貴
重
な
機
会
だ
が
、
企
業
の
方
と
初
対
面

で
は
質
問
も
し
づ
ら
い
の
で
、
長
期
的
な
関

わ
り
の
機
会
が
欲
し
い
」
な
ど
の
発
言
が
あ

り
、
参
加
者
に
と
っ
て
、
産
学
連
携
の
在
り

方
や
今
後
の
地
域
の
担
い
手
の
育
成
に
つ
い

て
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

本記事の取組は、北海道教育庁学校教育局高校教育課で担当しております。
お問い合わせ先/ TEL：011-204-5705

創る

👑●
新
た
な
産
業
や
技
術
革
新

へ
の
対
応

新
た
な
産
業
や
技
術
革
新
に
対
応
し
た
学

習
の
充
実
に
向
け
て
、
道
経
済
部
と
連
携
し
、

様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

大
学
教
授
等
に
よ
る
半
導
体
に
関
す
る
出

前
講
座
を
高
校

校
で
実
施
し
た
ほ
か
、
高

校
教
員
や
企
業
関
係
者
等
を
対
象
に
、
半
導

体
関
連
企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
て
人
材
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
苫
小
牧
工
業
高
校
や

熊
本
県
教
育
委
員
会
の
取
組
な
ど
を
紹
介
す

る
「
半
導
体
理
解
促
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

ま
た
、
洋
上
風
力
発
電
に
関
す
る
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
人
材
の
育
成
・
確
保
に
資
す
る
取
組

と
し
て
、
工
業
高
校
や
水
産
高
校
の
生
徒
を

対
象
に
、
企
業
関
係
者
を
講
師
と
し
た
出
前

授
業
を
実
施
し
た
ほ
か
、
工
業
高
校
３
校
に

お
い
て
、
洋
上
風
力
発
電
施
設
の
見
学
バ
ス

ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
、
拠
点
校
で
あ
る
静
内
農

業
高
校
の
協
力
の
下
、
札
幌
市
内
に
お
い
て

開
催
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を
中
心
と
し
て
、

専
門
高
校
に
お
け
る
産
学
連
携
の
充
実
を
図

っ
て
き
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
、
広
域
な
北
海
道
に
お
い

て
、
専
門
高
校
が
各
地
に
分
散
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
４
つ
の
圏
域
ご
と
に
、
地
域

の
産
業
界
等
と
連
携
し
て
、
効
果
的
な
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
専
門
高
校
の
中
か

ら
拠
点
校
を
設
定
し
、
各
圏
域
ご
と
に
学
校

や
産
業
界
等
の
関
係
者
が
参
集
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
取

組
を
通
じ
て
、
専
門
高
校
と
地
域
の
産
業
界

と
の
連
携
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
生

徒
が
地
域
に
愛
着
を
も
つ
こ
と
や
、
地
域
の

産
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
教
育
を
推

進
し
、
地
域
の
産
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
令
和
７
年
度
拠
点
校
】

・
小
樽
水
産
高
校
（
道
央
）

・
室
蘭
工
業
高
校
（
道
南
）

・
旭
川
商
業
高
校
（
道
北
）

・
更
別
農
業
高
校
（
道
東
）

今
後
に
向
け
て

本プロジェクトのWebページ

本プロジェクトの公式ロゴマーク
（中央の７つの星は７つの

職業学科を意味している）
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令
和
３
年
に
壮
瞥
町
に
移
住
し
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
本
施
設
を
運

営
し
て
い
る
今
井
さ
ん
か
ら
は
「
移
住

対
策
の
担
当
と
し
て
着
任
し
、
自
宅
や

職
場
と
は
異
な
る
居
心
地
の
良
い
第
三

の
居
場
所
を
設
け
た
い
と
考
え
て
い

た
。
」
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
食
に
ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン
ト

を
不
定
期
で
企
画
し
て
お
り
、
「
キ
ャ

ン
プ
場
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

開
催
し
、
人
を
集
め
て
食
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
る
。
レ
ン
タ
ル
キ
ッ
チ
ン
を

始
め
、
曜
日
代
わ
り
の
レ
ス
ト
ラ
ン
営

業
や
特
産
品
の
開
発
に
繋
げ
た
い
。
」

と
新
た
な
展
望
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
後
も
、
食
を
は
じ
め
と
し
た
地
域

資
源
を
活
用
し
つ
つ
、
移
住
を
希
望
す

る
方
と
地
域
の
皆
さ
ん
と
を
繋
ぐ
場
と

し
て
、
多
く
の
方
に
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

11

ヨ
ツ
カ
ド
商
店
・
地
域
の
あ
そ
び
ば
ミ
ナ
ミ
ナ

編

令
和
６
年
10
月
７
日
訪
問

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
に
当
た
っ
て
、

初
め
て
の
試
み
と
い
う
の
は
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
同
時
に
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
応
援
し
て
も
ら
え
る
こ
と
も

多
く
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
人
達
と
一
緒

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

北
海
道
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
数

は
全
国
一
で
あ
り
、
「
地
域
お
こ
し
を

す
る
な
ら
北
海
道
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
で
、
多
く
の
方
に
本
道
で
活

動
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
日
の

知
事
の
言
葉
か
ら

鈴木知事が、北海道創生に向けて、様々な分野で活躍されている方
をお訪ねし、その取組や地域への想いなどをお聞きしています。
同行した職員から皆様にその様子をお伝えします。

なおみちカフェ
▲道の駅の向かいの空き家をリノベーションし、令和４年８月

から運用を開始した本施設。正面向かって右側がヨツカド商店、
左側が地域のあそびばミナミナとなっている。

今
回
ま
ず
ご
紹
介
す
る
の
は
、
壮
瞥

町
に
あ
る
ヨ
ツ
カ
ド
商
店
と
、
地
域
の

あ
そ
び
ば
ミ
ナ
ミ
ナ
で
す
。
両
施
設
は

空
き
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
建
物

に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
と
人
、
た
く
さ
ん
の
お
い
し
い
も

の
が
交
わ
る
場
所
を
創
り
た
い
と
い
う

想
い
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
ヨ
ツ
カ
ド
商

店
で
は
、
り
ん
ご
や
カ
シ
ス
を
は
じ
め

と
し
た
壮
瞥
町
産
の
フ
ル
ー
ツ
を
使
用

し
た
デ
ザ
ー
ト
や
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

の
開
発
な
ど
、
食
を
通
し
て
地
域
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
イ
ヌ
語
で
「
ミ
ナ
」
は

「
笑
う
」
を
指
し
、
皆
で
笑
い
合
う
場
、

地
域
に
集
う
場
と
い
う
想
い
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
地
域
の
あ
そ
び
ば
ミ
ナ
ミ
ナ

は
、
ま
ち
の
案
内
所
や
、
地
域
住
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
常
駐
し
、

ま
ち
で
の
暮
ら
し
や
移
住
に
つ
い
て
相

談
で
き
る
交
流
拠
点
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。

胆振編

▶
懇
談
は
地
域
の
あ
そ
び
ば
ミ
ナ
ミ
ナ
側
で
実
施
。

普
段
は
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

▲ヨツカド商店内にはたくさんの
道産チーズが並ぶ。

◆「なおみちカフェ」から創る

店の奥側には300種類ものワインが▲
陳列されている。

いぶり



◆「なおみちカフェ」から

12

令
和
６
年
11
月
12
日
訪
問

次
に
、
鹿
部
町
に
あ
る
ロ
イ
ヤ
ル
シ

テ
ィ
鹿
部
リ
ゾ
ー
ト
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
し
ま
す
。
本
地
区
は
、
函
館
空
港
か

ら
車
で
お
よ
そ
１
時
間
の
距
離
に
位
置

し
、
総
面
積
は
２
０
０
万
㎡
を
超
え
る

広
大
な
敷
地
を
有
し
て
い
て
、
大
阪
に

本
社
を
置
く
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
（
株
）

が
約
半
世
紀
に
わ
た
り
開
発
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
鹿
部
町
は
同
社
と
「
地
域
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
て
、
移
住
定
住
の
促

進
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。

地
区
内
に
は
、
約
５
０
０
名
の
方
が

移
住
し
て
お
り
、
交
流
施
設
と
し
て
シ

ェ
ア
サ
ロ
ン
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
社
の
ご
担
当
者
か
ら
は
「
家
を
売

っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
醸
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
お
住

ま
い
の
方
と
、
地
域
の
子
ど
も
達
と
の

木
工
細
工
や
ゴ
ル
フ
の
体
験
を
は
じ
め
、

タ
ラ
ノ
キ
と
い
う
植
物
を
育
成
し
、
ア

イ
ヌ
語
で
鹿
部
町
の
名
前
の
由
来
と
な

っ
て
い
る
『
シ
ケ
ル
ペ
』
か
ら
名
付
け

た
『
シ
ケ
ル
ペ
テ
ィ
ー
』
と
い
う
お
茶

を
製
造
す
る
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に

繋
が
る
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
」
と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ロ
イ
ヤ
ル
シ
テ
ィ
鹿
部
リ
ゾ
ー
ト

編
当
日
の

知
事
の
言
葉
か
ら

地
域
で
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
」
等
で
訪

れ
た
方
々
に
地
域
の
魅
力
を
お
伝
え

す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
定
住
へ
と

繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
方
が
北
海
道
に
憧
れ
を
持

っ
て
い
る
中
、
実
際
に
居
住
い
た
だ

く
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い

く
か
、
民
間
の
知
恵
も
い
た
だ
き
な

が
ら
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

渡島編

▲懇談は地区内にあるシェアサロンで実施。
訪問時点で供用開始されたばかりであり、住民同士の親睦を深めるとともに、イベント
やワークショップ等でも利用可能な施設となっている。

創る

さ
ら
に
、
前
述
の
協
定
に
基
づ
き
両
者

が
連
携
し
て
、
移
住
希
望
者
に
対
し
、
移

住
体
験
住
宅
（
ス
テ
イ
ハ
ウ
ス
）
を
貸
し

出
す
「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
事
業
」
を
実
施

し
て
お
り
、
宿
泊
費
を
助
成
し
て
い
る
ほ

か
、
公
共
施
設
等
を
町
民
料
金
で
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
盛
田
町
長
か

ら
は
「
今
ま
で
は
仕
事
を
リ
タ
イ
ア
し
た

方
が
多
く
来
ら
れ
て
い
た
が
、
最
近
は
、

リ
モ
ー
ト
で
仕
事
を
す
る
方
や
、
仕
事
の

場
所
を
問
わ
な
い
業
種
の
方
な
ど
、
若
い

方
も
徐
々
に
訪
れ
て
い
る
。
」
と
お
話
し

い
た
だ
き
、
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
に

も
繋
が
っ
て
い
る
現
状
を
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

鹿
部
町
と
同
社
の
取
組
は
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
強
化
し
、
さ
ら
な
る
移
住

定
住
の
促
進
に
繋
が
る
好
循
環
を
生
ん
で

い
る
も
の
で
、
今
後
も
官
民
連
携
し
て
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲移住体験住宅（ステイハウス）の内部。
キッチンをはじめ⾧期滞在のための設備が整っている。

▶
シ
ェ
ア
サ
ロ
ン
の
２
階
。
座
っ
て
外
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
あ
る
。

おしま



第
九
弾

【プロフィール】
札幌市出身39歳。アパレル会社に就職し全
国規模で異動を経験。アパレル会社を退職
後は、札幌市でスポーツクラブに勤務し、
令和５年４月から当別町の地域おこし協力
隊として活動。

▼
当
別
町
の
協
力
隊
と
な
っ
た
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

移
住
者
を
ウ
ェ
ル
カ
ム
な
雰
囲
気
で
迎
え
て

く
れ
る
ま
ち
の
方
々
が
素
敵
な
と
こ
ろ
で
す
。

学
校
か
ら
帰
っ
て
き
た
子
ど
も
を
隣
の
家
の
方

が
預
か
っ
て
面
倒
を
見
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

都
会
と
は
違
う
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
感
じ
に
驚
き

ま
し
た
。

ま
た
、
札
幌
に
も
す
ぐ
行
け
る
距
離
な
の
で
、

買
い
物
面
な
ど
で
も
不
便
は
感
じ
ま
せ
ん
。
冬

は
道
路
の
除
雪
も
丁
寧
で
、
運
転
し
や
す
い
で

す
。

花
の
品
目
だ
け
で
千
種
類
以
上
あ
り
、
当
然
そ

れ
ぞ
れ
で
管
理
な
ど
も
違
う
た
め
、
覚
え
る
こ
と

が
大
変
で
し
た
が
、
同
時
に
農
業
の
奥
深
さ
を
発

見
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
た
ち
が
育
て
た
作
物
を
購
入
し
て

喜
ん
で
い
る
お
客
様
を
見
る
と
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。

▲倉庫には、直売所の復活を待つ
看板が保管されています。
その下には、ユリの花の見本が
張られており、洋服のバイヤー
経験を持つ奥様やJAと相談しな
がら、育てる品種を決定してい
きます。

道
内
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
毎
年
増
加
し
、
地
域
活
性
化
は
も
と

よ
り
、
地
域
の
担
い
手
確
保
な
ど
、
人
の
流
れ
を
つ
く
る
き
っ
か
け
づ

く
り
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
全
道
各
地
で
地
域
に
新
た
な
風
を
吹

き
込
む
存
在
と
し
て
地
域
振
興
の
様
々
な
場
面
で
活
躍
す
る
隊
員
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
、
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

創る

▲夏ごろのシーズンになると、色とりどりの
花に囲まれながら作業を行います。
中田花園では、以前直売所をやっていたこ
ともあり、今でも花を求めて農場に直接訪
れるお客様がいるそうです。

▼
当
別
町
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
で
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
は

な
ん
で
す
か
。

農
家
の
先
輩
方
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
が
引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

プロフィール写真①

前
職
の
ア
パ
レ
ル
会
社
で
は
、
店
長
と
し
て

新
店
舗
の
立
上
げ
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
家
族
と
の
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
漠
然
と
自
営
業
を
や
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
同
社
を

退
職
し
、
何
を
し
よ
う
か
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

身
近
に
兼
業
農
家
の
方
が
い
た
こ
と
も
あ

り
、
農
業
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

（
公
財
）
北
海
道
農
業
公
社
に
地
元
で
あ
る

札
幌
市
の
近
郊
で
農
業
を
で
き
な
い
か
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
当
別
町
の
農
業
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、
「
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い

う
。
）
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
内
の
数
件
の
農
家
を
視
察
や
体
験
す
る
な

か
、
後
継
者
を
探
し
て
い
た
『
中
田
花
園
』
に

出
会
い
ま
し
た
。
町
や
支
援
セ
ン
タ
ー
の
後
押

し
、
ま
た
家
族
の
理
解
も
得
る
こ
と
が
で
き
、

中
田
花
園
の
承
継
に
向
け
て
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
修
行
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

農
業
支
援
員
と
し
て
、
花
卉
（
切
り
花
・
鉢

花
・
花
苗
）
、
野
菜
（
ア
ス
パ
ラ
、
カ
ボ
チ
ャ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
）
の
栽
培
技
術
や

販
売
な
ど
、
農
業
経
営
に
必
要
な
知
識
や
技
術

を
学
ん
で
い
ま
す
。

活
動
に
お
い
て
は
、
任
期
終
了
後
の
事
業
承

継
実
現
と
い
う
出
口
を
見
据
え
、
町
や
支
援

人
間
関
係
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
特
に
農
業
を
や
っ
て
い
く
上
で
は
、

と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
花
卉
組
合
や
町
内
会
の
集
ま
り
、

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
、

▼
任
期
終
了
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

『
中
田
花
園
』
を
当
別
町
に
残
し
、
ゆ
く
ゆ
く

は
現
在
閉
め
て
い
る
直
売
所
を
復
活
し
て
、

顔
の
見
え
る
販
売
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
研
修
の
受
入
れ
を
行
い
、
農
業
に

入
り
や
す
い
雰
囲
気
を
作
り
、
興
味
を
持
っ
て
く

れ
る
人
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
地
域

に
少
し
で
も
恩
返
し
を
す
る
た
め
に
、
農
業
を
通

じ
て
地
域
を
豊
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

13
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創る

▲ 札幌ドームにて行われた
スポカル2025年のイベントで、
映画のPRと映画にちなんだ昆
布の詰め放題を行っている様子

本記事の取組は、北海道総合政策部官民連携推進局が担当しております。
地域おこし協力隊制度に関するお問い合わせ先 地域おこし協力隊サポート推進室 （011-204-5791）

主
に
は
、
映
画
「
北
の
流
氷
（
仮
題
）
」
の

Ｐ
Ｒ
活
動
・
製
作
業
務
を
担
当
し
て
お
り
、
ロ

ケ
候
補
地
で
あ
る
、
え
り
も
町
・
浦
河
町
・
様

似
町
・
広
尾
町
の
ロ
ケ
風
景
の
発
信
や
、
監
督

や
技
術
ス
タ
ッ
フ
に
同
行
し
、
ロ
ケ
ハ
ン
や
実

景
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
映
画
製
作

に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
北
海
道
だ
け
で
は
な

く
関
東
か
ら
関
西
ま
で
幅
広
い
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ

ウ
ン
ト
で
、
ロ
ケ
候
補
地
４
町
の
美
味
し
い
地

元
飯
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
製
作

ス
タ
ッ
フ
・
俳
優
陣
に
も
見
て
い
た
だ
け
た
ら

嬉
し
い
な
と
い
う
想
い
と
、
今
後
映
画
を
観
て

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
皆
様
に
、
美
味
し
い
飲

食
店
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
の
想
い
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
暖
か
い
国
に
い
た
の
で
、
「
次
は

雪
国
に
行
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
え

り
も
町
が
映
画
製
作
を
謳
っ
て
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
自
身
の
経
験
も
踏
ま
え
、
「
北

海
道
に
呼
ば
れ
て
い
る
！
」
と
い
う
勢
い
で
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

第
十
弾

【プロフィール】
千葉県出身。El Camino Community College （エルカミ
ーノコミュニティーカレッジ）卒業後、アメリカロサンゼ
ルスにて映像編集やアシスタント活動を開始。日本に帰国
後も、⾧編映画や短編映画のアシスタント・翻訳・字幕業
務をメインにフリーランスで活動。令和５年５月、えりも
町地域おこし協力隊に映画製作担当として着任｡

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
え
り
も
町

で
活
動
し
よ
う
と
考
え
た
き
っ
か
け
・
経

緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
現
在
の
え
り
も
町
で
の
業
務
内
容
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
業
務
に
取
り
組
む
中
で
、
手
応
え
や
、

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

ロ
ケ
候
補
地
と
な
っ
て
い
る
４
町
の
役
場
に

は
、
産
業
振
興
課
や
商
工
観
光
課
な
ど
は
あ
り

ま
す
が
、
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
特
化
し
た
課
は

な
く
、
映
画
製
作
を
進
め
て
い
く
中
で
、
４
町

の
役
場
の
皆
様
に
と
っ
て
、
私
の
経
験
や
知
識

が
役
に
立
つ
時
は
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
４
町
の
地
元
飯
を
紹
介
し

て
い
ま
す
が
、
意
外
に
も
住
民
の
方
が
、
入
っ

た
こ
と
の
な
い
近
隣
の
町
の
飲
食
店
も
多
い
よ

う
で
、
地
域
の
方
か
ら
「
飲
食
店
情
報
を
発
信

し
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
」
と
お
声
を
い
た
だ

く
時
は
特
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

▼
残
り
の
任
期
中
、
ま
た
任
期
終
了
後
に

や
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

映
画
「
北
の
流
氷
（
仮
題
）
」
は
、
令
和

７
年
夏
ご
ろ
に
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
と
い
う
こ
と
で
、

今
後
は
撮
影
現
場
に
行
か
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が

多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
映
画

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う

に
、
皆
様
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
を
発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
私
の
任
期
中
に
映
画
を
お
披
露

目
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
映
画
公

開
後
の
ロ
ケ
地
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
に
つ

い
て
、
役
場
や
地
域
の
皆
様
と
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ロ
ケ
マ
ッ
プ

の
作
成
や
、
撮
り
溜
め
た
撮
影
秘
話
な
ど
を
ど
こ

か
で
公
開
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲えりも町にて、監督・スタッフに同行し
実景撮影の記録を撮っている様子

▼
協
力
隊
の
活
動
を
通
し
て
感
じ
て
い
る

え
り
も
町
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

◆映画「北の流氷」（仮題）公式 Instagram
（@kitanoryuhyou）
日々の映画情報を発信しています。
フォロー・いいね・コメントお待ちしております!
エキストラもまだまだ募集しております。
ぜひご登録をお願いします!

◆えりも町 地域おこし協力隊 あやちゃん
（@sato_erimo_movie）
えりも町、浦河町、様似町、広尾町の
美味しい地元飯を発信しています!
こちらもフォロー・いいね・コメント
お待ちしております!

ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
町
の
景
色
が
と
て

も
魅
力
的
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
え
り
も
岬
か

ら
見
え
る
海
や
日
高
山
脈
の
景
色
は
、
四
季

折
々
の
変
化
が
あ
り
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
も
美

し
さ
が
変
わ
り
ま
す
。
え
り
も
町
に
来
て
も
う

す
ぐ
２
年
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
景
色
の
中
に

自
分
が
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
信
じ
ら
れ

な
く
な
る
時
が
あ
る
ほ
ど
、
町
の
景
色
に
は
い

つ
も
感
動
し
て
し
ま
い
ま
す
。
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地域の旬な情報をお届け！！

北海道創生ジャーナル「創る」noteでは、

道内で進展する地方創生の旬な取組情報をお届けしています。

北海道で地方創生に取り組む人や、地域で進められている

プロジェクトの最前線など、様々な情報を気軽に、短時間で

わかりやすく見ていただけるよう発信していきますので、ぜひ

チェックしてください。

北海道教育委員会公式X北海道公式X

■アカウント名

hokkaido_tsukuru

■note更新時に北海道公式Xと北海
道教育委員会公式Xでポストしている
ので、一緒にフォローお願いします！

北海道創生ジャーナル「創る note」 の情報はこちらから！！

「創る」バックナンバーは、“ほっかいどう応援団会議ポータルサイト“へ

バックナンバーへ
検索ほっかいどう応援団会議

ＵＲＬ: https://hkd-ouendankaigi.jp/info/tukuru.html

「創る note」


